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本

書

面

の

趣

旨

被
告
は
、

ハ
門
京
都
地
方
裁
判
所
平
成
六
年
同
第
二
三

O
八

号

事

件

の

本
書
面
に
お
い
て
、

誇

求

の

趣

旨

に

対

す

る

答

弁

を

行

う

と

と

も

に

、

同

同

事

件

訴

状

記

載

の

請

求

の

原

因

第

一

の
二
、

(
犠
牲
者
の
遺
骨
)

並

び

に

平

成

四

年

例

第

二

O
七

五

号

事

件

訴

状

記

載

の

請

求

7 

の
原
因
第
一

(
犠
牲
者
の
遺
骨
)

及

び

同

五

年

例

第

二

二

二

五

号

事

件

訴

状

記

載

の
二
、

7 

の
請
求
の
原
因
第
一

の
二
、

(
同
)

(
以
上
主
張
事
実
は
閉
じ
)

に

つ

い

て

の

認

否

を

共

7 

通
の
も
の
と
し
て
行
う
。

以
下
の
認
否
は
、

被

告

が

右

平

成

四

年

例

第

二

O
七
五
号
、

な
お
、

平

成

五

年

例

第

二

二

二

五

号

事

件

に

つ

い

て

平

成

六

年

九

月

二

二

日

付

け

第

七

準

備

番

面

で

行

っ

た

認

否

を

よ

り

詳

細

に

し

た

も

の

で

あ

る

。

平

成

六

年

例

第

二

三

O
八

号

事

件

の

請

求

の

趣

旨

に

対

す

る

答

弁

原

告

ら

の

請

求

を

い

ず

れ

も

棄

却

す

る

訴

訟

費

用

は

原

告

ら

の

負

担

と

す

る

と
の
判
決
を
求
め
る
。
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2 1 場

取 後 の J、、 隊 丸 請 ゐ口、 な

(ニ) ら 間 の
、
カミ 昭 認 (一) 求 お

及 れ 死
、
搬 同 舞 和 め の iま

、

び た 亡 現 送. 海 鶴 一 る つ 原
、
仮一

(三) カミ し 場 等 兵 湾 。。 し、 因 担 執
、
た 捜 を 団 内 年

、圃・
て 第 保 行、ーー

つ 残 者 索 行 や で }¥.. の 一 を の
し、 り も を 'つ 平 沈 月 経 の 条 -旦三[

て iま し、 続 た 海 没 一 過 一 件
Cコ一 一

仮 た け
。
兵 し 四 iま

、
と を

埋
。 、

そ 団 た 日 以 7 す 付
葬 一 朝 し を と

、
下 る すF司、

さ 部 鮮 て 救 の l日 の 犠 仮 る
れ の 人

、
助 報 海 と 牲 執 、-、-

た 遺 乗 舞 活 軍 お 者 行 と。
体 船 鶴 動 接 軍 り の 免 }ま

者 鎮 し 属 で 遺 脱 相

つ の 守 当 た 朝 あ 骨 の 当
し、 多 府 た 舞 鮮 る

、、_.，
RE士L で

て 数 lま ら 鶴 人
。

宅E三司r iま
は の

、
せ 鎮 工 Jコ を な

、
遺 同

、
守 員 し、 求 し、

そ 体 月 負 府 等 て め カミ

の を 一 傷 は 多 の る 、
一

家 揚 五 者
、
数 認

。
仮

族 収 日 舞 を 否

や し 色、 Jコ 鶴 乗 ~画、 そ

知 ら 一た し、 港 せ 一 の一
人
。
九 て 務 た 事 再E士L

ま 月 iま 部 運 {牛 i:三E司E 

よ た 初 海
、
送 共 を

り
、
め 軍 同 艦 通 付

ヲ| 救 ま 病 防 浮
、ー圃，

す

き 助 で 院 備 島 る
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昭

和

二

五

年

(
一
九
五

O
年
)

二
月
か
ら
、

飯

野

サ

ル

ベ

ー

ジ

株

式

会

社

が

浮

島

丸

の

引
揚
作
業
を
行
い
、

一
O
三
柱
の
遺
骨
を
収
容
し
た
こ
と
、

同

年

三

月

そ

の

遺

骨

と

前

項

の

遺

骨

が

火

葬

さ

れ

た

こ

と

は

認

め

る

。

な
お
、

浮
島
丸
の
引
揚
作
業
は
、

飯
野
サ
ル
ベ
ー
ジ
株
式
会
社
が
、

昭

和

二

五

年

三

月

か

ら

同

二

七

年

五

月

に

か

け

て

行

っ

た

(
第
一
次
引
揚
作
業
)
。

右
引
揚
作
業
の
う
ち
、

道

難

者

の

遺

骨

の

扱

い

等

に

つ

い

て

は

厚

生

省

第

二

復

員

局

残

務

処

理

部

の

責

任

に

お

い

て

進

め

ら

れ

る

こ

と

と

な

り

、

岡

部

が

遺

骨

の

扱

い

に

つ

い

て

慎

重

丁

寧

に

行

う

よ

う

に

申

し

入

れ

た

こ

と

も

あ

り

、

飯
野
サ
ル
ベ
ー
ジ
株
式
会
社
は
、

死

没

者

に

対

し

て

極

め

て

敬

け

ん

な

態

度

マ

作

業

を

進

め

、

船

内

か

ら

多

数

の

遺

骨

が

収

容
さ
れ
た
。

3 

闘

に

つ

い

て

昭

和

二

九

年

(
一
九
五
四
年
)

一
月
か
ら
、

飯

野

重

工

(
業
)

が

浮

島

丸

の

第

二

次

引

揚
作
業
を
行
い
、

船

内

か

ら

多

数

の

遺

骨

が

収

容

さ

れ

た

こ

と

は

認

め

る

。
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4 

各 不 四 何 名 し、 年 以 東
、.. 
、-

個 詳 名 れ 記 て 一 浮 下 尽 と 遺 (五)
包 の も 入

、
月 島 の 都

、
J円~ 

装 た 分 氏 な 記 丸 と 目 さ iま てコ

を め A円王， 名 し 録
、
遭 お 黒 ら

、
し、

要 鑑 夫 不
、、...;

舞 難 り 区 日召 て

す 名 々 明 、ーー よ 鶴 者 で 所
、
和

る 木 来氏 と れ 地 の あ 在 日召 一-、 一一、- 箱 袋 一 さ ば 方 遺 る の 和 。、ーー
と 入 部 れ

、
復 骨

。
祐 一 年一一

と で 入 姓 て 移 員 の 天 一 一一一
な あ れ の お 送 部 フ 寺 年 月
る る 正 み り 4目匙皐ij か e ち

、
。
tiミ 規 判

、
の ら

、
預
、
舞

L-

各 の 明 呉 舞 呉 朝 託 厚 鶴

と 遺 遺
、- 地 鶴 地 鮮 さ 生 地

さ A円圭. J円~ で 方 地 方 半 れ 省 方
れ 箱 同 復 方 復 島 た ヲ| 復
て は 船 員 復 員 出

、.
揚 員、-

し、 五 収 沈 部 員 部 身 と 援 部
る 一 納 没 部 者 の 議 カ=一。
四 し の 移 移 の 各 局 ら

名 た 際 送 お 送 も 事 呉

そ も 死 さ し、 さ の 実 移 地

れ の 没 れ て れ iま F日~ 方
ぞ

L-

し た iま た Jコ 認、 さ 復

れ で た 後
、 。

し、 め れ 員

の あ 朝 iま 遺 て る
、
部-園、

氏 つ 鮮
、
玉 メ円!!. は

。
日召

名 て 出 一 の 、
そ 和 移-ー『 一

を
、
身 本 四 状 DB の 四 送

記 -園、 者 遺 箱 況 和 経 ノ-'、町. さ

入 氏 玉 骨 ... ー、 一 緯 年 れ一
し 名 一 iま 人 "0 。 iま

、
た一
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他
方
、

厚

生

省

引

揚

援

護

局

次

長

名

の

「

浮

島

丸

遭

難

者

遺

骨

昭

和

二

九

年

八

月

に

、

移
送
に
つ
い
て
」

「
遺
骨
安
置
に
つ
い
て
は
、

死

没

者

数

に

分

骨

す

る

等

の

に
お
い
て
、

処

置

を

講

じ

お

く

よ

う

留

意

あ

り

た

い

。

と

の

通

知

が

さ

れ

て

い

る

。

こ

れ

ら

の

こ

と

か

ら

す

る

と

、

浮

島

丸

遭

難

者

の

遺

骨

に

つ

い

て

は

、

右

通

知

に

基

づ

忌
C

、
舞

鶴

地

方

復

員

部

に

お

い

て

、

引

揚

作

業

の

終

了

後

に

朝

鮮

半

島

出

身

者

の

遭

難

者

の

数

に

あ

ら

か

じ

め

分

け

(
い
わ
ゆ
る
分
骨
)

呉

地

方

復

員

部

に

遺

骨

(
五
二
四
名
)

が

移

送

さ

れ

た

後

に

各

々

の

遺

骨

箱

に

五

二

四

名

の

氏

名

の

記

入

が

行

わ

れ

た

も

の

と

推

察
さ
れ
る
。

5 

闘

に

つ

い

て

浮

島

丸

遭

難

者

の

遺

骨

が

昭

和

四

六

年

(
一
九
七
一
年
)

昭

和

四

九

年

(
一
九
七
四

年

に

返

還

さ

れ

た

こ

と

、

現
在
、

未
返
還
の
遺
骨
が
、

祐

天

寺

に

お

い

て

保

管

さ

れ

て

い

る

こ

と

は

認

め

る

。

こ

の

経

緯

等

は

以

下

の

と

お

り

で

あ

る

。

朝

鮮

人

戦

没

者

の

遺

骨

返

還

は

、

昭

和

三

一

年

に

日

本

国

外

務

省

を

通

じ

韓

国

代

表

部

.ベ.



り つ 年 一一一
返 し、 以 回 名

還 て 降 日 簿

さ lま
、
韓 カミ

れ
、
外 疋，晶『 手

て 前 5e: 期 」ヲ句、

し、 記 ノレ 閣 さ

る 昭 僚 れ。
和 ト dzbz 、 た

四 議
、同
、ー・・

ノ」、ー よ と
年 る お を

及 遺 し、 契

ぴ 骨 て 機

昭 の 遺

和 返 J円!!. 返

四 還 返 還

九 カミ 還 の

年 開 Jチで、

の 京台 イコ 渉

lま さ し、 カ2
色、 れ て 持
、
た d口b、 た

Bg 。 意 れ
和 ?手 さ

、

五 島 れ 昭

一 丸 た 和
年 道 た 四

の 難 め 四
一 者 、

年一一
回 の Bg )¥ 

遺 和 月

わ A円丑， 四 の

た 五 第. 
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